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新潟市の下水道整備

下水道の全体計画

●昭和27年より下水道事業に着手し，昭和42年に船見処理区で供用開始しています。
● 快適な環境づくりと安心・安全なくらしを守るために，下水道処理区域の拡大，浸
水対策，下水道資源の有効利用などに努めています。
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（　）内は農業集落排水施設・地域下水道を含んだ普及率

（H19.3.31現在）
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区別下水道普及率
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浸水対策事業
　H10.8.4（97㎜/h）の豪雨を踏まえて，床上などの浸水被害軽減のため雨水浸水対策を推進しています。

下山ポンプ場

●下山ポンプ場は，新潟市東区の物見山排水区の浸水対策として整備を進めています。
●排水量Q=36.5㎥／秒と本市の雨水ポンプ場としては最大級となります。
●総事業費約160億円，平成13年度に着手し事業を進めています。

木戸貯留施設

●木戸貯留施設は，新潟市東区の木戸排水区の浸水対策として整備を進めています
●貯留量約58,000㎥と本市の雨水貯留施設としては一番大きな施設となります。
●総事業費約100億円，平成19年度に着手し事業を進めています。
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公共施設・学校グラウンドの雨水貯留

● 平成12年度より学校のグラウンドや公共施設などに雨水貯留浸透施設の設置を進
めています。
●平成19年度までに，学校のグラウンドで51箇所に設置しています。

宅地内の雨水貯留浸透施設（設置助成）

浸透ます 貯留タンク

●平成12年度より市民へ雨水貯留浸透施設の設置助成制度を進めています。
●平成19年度までに，約５万基の雨水浸透桝と約２千基の雨水貯留タンクの設置をしていただいています。

雨水流出抑制事業
　雨水幹線などのハード整備とあわせ，雨水貯留浸透施設設置などの雨水流出抑制を推進しています。
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